
お問い合わせ
《平日（月～金） 8:30～19:00》
地域医療連携室 TEL 06-6447-3031（直通）

FAX 06-6447-3031（直通）
《時間外・土日祝》
防災センタｰ TEL 06-6443-1261（代表）

（救急センター） FAX 06-6444-3975（直通）

胃がん・大腸がんの消化管悪性疾患に対する腹腔鏡下手術、肝・胆・膵悪性疾患に対する拡大手術、そしてQOL
を重視した乳がん手術（温存手術や同時再建）を積極的に行い、合併症も少なく、患者様からの満足度も高く評
価していただいています。また、急性胆嚢炎や急性虫垂炎、イレウスなどの急性腹症に対しても積極的かつ迅速な治
療に心がけています。

安心で安全な外科治療を

提供させていただきます

IＣＴ体制
＜専従務＞
・Infection Control Doctor 1名
・感染管理認定看護師 3名
＜専任＞
・感染制御認定臨床微生物検査技師 2名
・臨床検査技師2名
・薬剤師 3名

〒530-0005
大阪市北区中之島5-3-20

※ 入館時トリアージ（体温確認など）継続実施中！ご来院時はマスク着用にご協力をお願いします。

胃がん
がんの進行度に応じて、内視鏡的治療、手術治療、化学療法
や免疫治療などから最も効果的な治療法を選択し、症例に応じ
てそれらを組み合わせて行っています。
腹腔鏡補助下胃切除術、開腹下胃切除術。ロボット支援腹
腔鏡下胃切除術（ダヴィンチ）。

乳がん
年間約150件の治療を行っています。
約7割に乳房温存手術とセンチネルリンパ節生検を行い、形成
外科と連携し同時乳房再建手術も行います。
術前・術後の化学療法やホルモン療法、放射線治療を組み
合わせて治療します。

大腸がん
病状だけでなく、生活背景なども考慮し、手術療法、薬物療法や
放射線治療を組み合わせた集学的治療、個別化治療に力を
入れています。
大腸がんでは、腹腔鏡下大腸切除術を主に行っておりますが、
直腸がんでは、ロボット（ダヴィンチ）支援下直腸癌手術を導入
しております。

膵がん
切除可能な症例に対しては積極的に手術を行っています。
悪性度の比較的低い腫瘍に対しては腹腔下手術を取り入れ、
できるだけ小さな傷で手術を行い、患者さんの負担の軽減、
手術の低侵襲化を図っています。
切除できない症例に対しては、消化器内科や放射線治療科と
協力して、個々の患者さんに適した抗がん剤治療や放射線治療
などを選択、あるいは併用した集学的治療を行っています。


